
お薬手帳の活用促進事業の
効果解析結果について

資料４
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平成３０年度、令和元年度お薬手帳の活用促進事業
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【目的】
お薬手帳の持参を促し、薬局における服薬情報の一元管理を促進する。

【取組】
お薬手帳を持参することの意義やメリットについて普及啓発するためのリーフレット及びお薬手帳の持
参を促す「ポケット付きお薬手帳ホルダー」（保険証、診察券などと併せてお薬手帳を携行できる）を重複
服薬者に送付する。

●送付対象者の抽出条件

後期高齢者医療広域連合被保険者のうち、複数の医療機関から、一月に３０日以上同一の医薬品
（成分）の処方を受けている者で、以下の者を除く。
・がん、認知症、うつ、統合失調症の者 ・死亡している又は資格喪失している者
・住所が県外の者（県外施設入所者）

●抽出期間及び送付者数
・平成30年度：2018年４月～７月 10,344名（2018年12月送付）
・令和元年度：2019年４月～７月 4,225名（2019年12月送付）

●今後の予定

○効果解析
・送付後、抽出条件該当者の増減や送付対象者のお薬手帳の持参
状況を確認。
・送付対象者の抽出時から１年後、２年後の処方変化を確認。
・新しい解析条件の検討。

○事業の継続

効果解析の結果を踏まえ、抽出条件を検討して
新たな対象者に送付を行う（令和２年度）。

解析内容
1. 送付対象者の推移

① 「各月における重複該当者」及び「そのうちの送付
対象者の割合」の推移

② 送付前後の該当月数の変化

③ 送付前後の重複該当回数の変化

2. お薬手帳持参状況
① お薬手帳持参状況の変化

② お薬手帳持参率の変化

3. 重複薬剤の状況
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解析条件

定義１
後期高齢者医療広域連合被保険者のうち、集計年の４月
から７月までの間に、複数の医療機関から、一月に３０日以
上同一の医薬品（成分）の処方を受けている者

定義２（新条件）
後期高齢者医療広域連合被保険者のうち、集計年の連続
した３か月（４月～６月又は５月～７月）に、複数の医療機関
から、２回以上、同一成分の医薬品の処方を受けている者。



解析期間

平成30年度送付対象者
抽出：２０１８．４～７

送付：２０１８．１２

送付後の評価：２０１９．４～７

送付１年後の評価：２０２０．４～７

令和元年度送付対象者
抽出：２０１９．４～７

送付：２０１９．１２

送付後の評価：２０２０．４～７

※ 令和２年度第１回協議会では、中間報告として２０２０．１～３

のデータを報告。

１．送付対象者の推移
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結果①－１
重複該当者及び送付対象者の推移（平成30年度送付）
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結果①－２
重複該当者及び送付対象者の推移（令和元年度送付）
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考察①
•全重複該当者数（送付対象者以外も含む）は、ばら
つきがある。

•一方で、送付対象者の占める割合は、送付※以降、
減少傾向が継続して認められた。

※平成30年度送付：2018年12月

令和元年度送付：2019年12月
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結果②－１（平成30年度送付）
送付前の抽出期間※における重複該当月数
※ 送付群（2018.4～7）、対照群（2018.8～11）
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7,151人, 

78.4%

1,165人, 

12.8%

469人, 5.1%
331人, 3.6%

送付

1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月

5,661人, 

91.0%

439人, 

7.1%

92人, 1.5%

29人, 0.5%
対照

1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月

結果②－２（平成30年度送付）
送付後の評価期間（2019.4～7）における重複該当月数
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7,385人, 

81.0%

826人, 

9.1%

432人, 4.7%

243人, 2.7%
230人, 

2.5%
送付

0ヶ月 1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月

5,793人, 

93.1%

277人, 

4.5%

93人, 1.5%

30人, 0.5% 28人, 

0.5%

対照

0ヶ月 1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月

結果②－３
送付群の送付前後の該当月数の変化

▲0.97月
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結果②－４（平成30年度送付）
送付１年後の評価期間（2020.4～7）における重複該当月数
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8,026人, 

88.0%

627人, 

6.9%

268人, 

2.9%

195人, 

2.1%
送付

0ヶ月 1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月

5,869人, 

94.3%

268人, 

4.3%

62人, 

1.0%
22人, 

0.4%

対照

0ヶ月 1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月

結果②－５
送付群の送付前と１年後の該当月数の変化

▲1.15月
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対応のあるt検定: t=147.26, p < 0.001

結果②－６（令和元年度送付）
送付前の抽出期間※における重複該当月数
※ 送付群（2019.4～7）、対照群（2019.8～11）
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3,322人, 

93.4%

182人, 

5.1%

36人, 1.0% 17人, 0.5%
対照

1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月

3,812人, 

90.0%

282人, 

6.7%

89人, 2.1%
52人, 1.2%

送付

1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月

結果②－７（令和元年度送付）
送付後（2020.4～7）における重複該当月数
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3,326人, 

93.5%

167人, 

4.7%

43人, 

1.2%
21人, 

0.6%

対照

0ヶ月 1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月

3,959人, 

93.5%

188人, 4.4%

49人, 1.2%

39人, 0.9%

送付

0ヶ月 1ヶ月 2ヶ月 3ヶ月 4ヶ月



結果②－８
送付群の送付前後の該当月数の変化

▲1.04月
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考察②
•送付前後の値を、ｔ検定の結果、いずれも有意差

が得られた（p<0.001)。

• Ｈ３０年度送付対象者は、送付前後で0.97か月、１

年後は1.15か月程度の重複該当月数の減少がみ

られた。

• Ｒ１年度送付対象者は、送付前後で1.04か月程度

の重複該当月数の減少がみられた。
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結果③－１（新条件：平成30年度送付）
送付前の抽出期間（2018年４月～７月）における重
複該当回数

19

818人, 

46.9%

348人, 

20.0%

577人, 

33.1%

送付

2回 ３回 4回以上

1,099人, 

49.4%

411人, 

18.5%

714人, 

32.1%

対照

2回 ３回 4回以上

結果③－２（新条件：平成30年度送付）
送付後の評価期間（2019年４月～７月）における重
複該当回数
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1,279人, 

73.4%

109人, 

6.3%

77人, 

4.4%

278人, 

15.9%

送付

1回以下 2回 ３回 4回以上

1,749人, 

78.6%

115人, 

5.2%

77人, 

3.5%

283人, 

12.7%

対照

1回以下 2回 ３回 4回以上



結果③－３（新条件：平成30年度送付）
送付後の２群の該当回数（平均値）
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結果③－４（新条件：令和元年度送付）
送付前の抽出期間（2019年４月～７月）における重
複該当回数
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667人, 

53.7%
237人, 

19.1%

337人, 

27.2%

送付

2回 ３回 4回以上

1,413人, 

49.0%

537人, 

18.6%

933人, 

32.4%

対照
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結果③－５（新条件：令和元年度送付）
送付後の評価期間（2020年４月～７月）における重
複該当回数
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1,050人, 

84.6%

72人, 

5.8%

41人, 

3.3%
78人, 

6.3%

送付

1回以下 2回 ３回 4回以上

2,187人, 

75.9%

208人, 

7.2%

149人, 

5.2%

339人, 

11.8%

対照

1回以下 2回 ３回 4回以上

結果③－６（新条件：令和元年度送付）
送付後の２群の該当回数（平均値）

0.37回
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考察③
（Ｈ３０年度）送付群及び対照群も、２回以上重複
該当回数があった者は、送付後に大きく減少し、
約７５％が１回以下となった。

送付後の２群の比較では、対照群のほうが少な
かった。

（Ｒ１年度）送付群及び対照群も、２回以上重複該
当回数があった者は、送付後に大きく減少し、約８
０％が１回以下となった。

送付後の２群の比較では、送付群が有意に少な
かった（-0.37回）。
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２．お薬手帳持参状況
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結果①－１
平成３０年度送付群のお薬手帳持参状況変化
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人, 
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2,272
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25.3%
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9.2%
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人, 
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人, 
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966人, 

12%

4,521

人, 

55%

2,664
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結果①－２
平成３０年度対照群のお薬手帳持参状況変化
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結果①－３（平成30年度）
送付対象者の送付前後のお薬手帳持参率※の変化

※持参回数/来局回数（毎回持参は１００％）
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2018.12

送付

+3.2％

70.1%

73.3% 73.3%

68.0%

69.0%

70.0%

71.0%

72.0%
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74.0%

送付前（2018.4-7） 送付後（2019.4-7） 送付1年後（2020.4-7）

お薬手帳持参率の変化

結果①－４（平成30年度）
送付対象者のうち手帳を“時々持参”した者の

送付前後のお薬手帳持参率の変化
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2018.12

送付

+6.6％

65.7%

72.3% 72.4%

62.0%

64.0%

66.0%

68.0%

70.0%

72.0%

74.0%

送付前（2018.4-7） 送付後（2019.4-7） 送付1年後（2020.4-7）

お薬手帳持参率の変化（時々持参）

考察①（平成３０年度）

•送付群、対照群ともに、毎回未持参の患者割合は
減少がみられず、両群との間に差はほとんどみら
れなかった。

•送付対象者は、送付後にお薬手帳持参率が増加
していた（+3.2％）。送付１年後も同じ割合で持参し
ていた。

•送付対象者のうち、“時々持参”群に絞ってみる
と、送付後に有意に増加し（+6.6％）、１年後も変化
はなかった。
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結果②－１
令和元年度送付群のお薬手帳持参状況変化

32

時々持参 毎回持参毎回未持参

300人, 

9.2%

2,159人, 

66.1%

805人, 

24.7%

2019.4～2019.7

369人, 

11.8%

1,702人, 

54.4%

1,056人, 

33.8%

2020.4～2020.7

+9.1％



結果②－２
令和元年度対照群のお薬手帳持参状況変化
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時々持参 毎回持参毎回未持参

273人, 

10.1%

1,389人, 

51.6%

1,030人, 

38.3%

2019.4～2019.7

292人, 

10.9%

1,420人, 

52.8%

979人, 

36.4%

2020.4～2020.7

結果②－３（令和元年度）
送付対象者の送付前後のお薬手帳持参率※の変化

※持参回数/来局回数（毎回持参は１００％）

34

+4.4％

69.1%

73.5%

66.0%

67.0%

68.0%

69.0%

70.0%

71.0%

72.0%

73.0%

74.0%

送付前（2019.4-7） 送付後（2020.4-7）

お薬手帳持参率の変化

結果②－４（令和元年度）
送付対象者のうち手帳を“時々持参”した者の

送付前後のお薬手帳持参率の変化
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+8.2％

65.9%

74.1%

60.0%

62.0%

64.0%

66.0%

68.0%

70.0%

72.0%

74.0%

76.0%

送付前（2019.4-7） 送付後（2020.4-7）

お薬手帳持参率の変化（時々持参）

考察②（令和元年度）

•送付群、対照群ともに、毎回未持参の患者割合は
減少がみられず、両群との間に差はほとんどみら
れなかった。

•送付群は、毎回持参の患者割合は9.1％増加して
いるが、対照群では減少していた。

•送付対象者は、送付後にお薬手帳持参率が増加
していた（+4.4％）。

•送付対象者のうち、“時々持参”群に絞ってみる
と、送付後に有意に増加していた（+8.2％）。

36



結果③－１（新条件）
平成30年度送付群のお薬手帳持参状況変化

37

時々持参 毎回持参毎回未持参

150

人, 

8.8%

1,186

人, 

69.4%

372

人, 

21.8%

2018.4～2018.7

212

人, 

13.8%

888

人, 

57.7%

438

人, 

28.5%

2020.4～2020.7

（送付１年後）

175

人, 

10.7%

982

人, 

60.0%

481

人, 

29.4%

2019.4～2019.7

（送付後）

2018.12

送付

結果③－２（新条件）
平成30年度対照群のお薬手帳持参状況変化

38

時々持参 毎回持参毎回未持参

202

人, 

9.3%

1,352

人, 

62.1%

622

人, 

28.6%

2018.4～2018.7

287

人, 

14.7%

1,039

人, 

53.3%

622

人, 

31.9%

2020.4～2020.7

（送付１年後）

271

人, 

13.0%

1,103

人, 

53.0%

707

人, 

34.0%

2019.4～2019.7

（送付後）

2018.12

送付

66.5%

68.3%

64.8%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

送付前(2018.4-7) 送付後(2019.4-7) 送付１年後（2020.4-7）

お薬手帳持参率の変化

結果③－３（新条件：平成30年度）
送付対象者の送付前後のお薬手帳持参率※の変化

※持参回数/来局回数（毎回持参は１００％）
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2018.12

送付

+1.8％

63.5%

68.3%

63.9%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

送付前(2018.4-7) 送付後(2019.4-7) 送付１年後（2020.4-7）

お薬手帳持参率の変化（時々持参）

結果③－４（新条件：平成30年度）
送付対象者のうち手帳を“時々持参”した者の

送付前後のお薬手帳持参率の変化

40

2018.12

送付

+4.8％



考察③（新条件：平成３０年度）

• 送付群、対照群ともに、毎回未持参の患者割合は減少が
みられず、両群との間に差はほとんどみられなかった。

• 送付対象者は、送付後にお薬手帳持参率が増加していた
が（+1.8％）、送付１年後は送付前よりも持参率が減少して
いた。

• 送付対象者のうち、“時々持参”群に絞ってみると、送付後
に有意に増加していたが（+4.8％）、送付１年後は送付前と
同水準に戻っていた。

41

結果④－１（新条件）
令和元年度送付群のお薬手帳持参状況変化

42

時々持参 毎回持参毎回未持参

+2.6％
166人, 

14.1%

699人, 

59.5%

310人, 

26.4%

2020.4～2020.7

130人, 

10.6%

804人, 

65.6%

291人, 

23.8%

2019.4～2019.7

結果④－２（新条件）
令和元年度対照群のお薬手帳持参状況変化

43

時々持参 毎回持参毎回未持参

+2.2％270人, 

9.6%

1,810人, 

64.1%

743人, 

26.3%

2019.4～2020.7

355人, 

13.1%

1,585人, 

58.4%

774人, 

28.5%

2020.4～2020.7

結果④－３（新条件：令和元年度）
送付対象者の送付前後のお薬手帳持参率※の変化

※持参回数/来局回数（毎回持参は１００％）
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69.8%

64.5%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

送付前（2019.4-7） 送付後（2020.4-7）

お薬手帳持参率の変化



61.3%

62.5%

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

送付前（2019.4-7） 送付後（2020.4-7）

お薬手帳持参率の変化（時々持参）

結果④－４（新条件：令和元年度）
送付対象者のうち手帳を“時々持参”した者の

送付前後のお薬手帳持参率の変化

45

+1.2％

考察④（新条件：令和元年度）

•送付群、対照群ともに、毎回未持参の患者割合は
同程度増加していた（+3.5％）。

•毎回持参の患者割合は、送付群で2.6％増加、対
照群で2.2％増加していた。

•送付対象者のうち、“時々持参”群に絞ってみる
と、送付後に有意に増加していた（+1.2％）。

46

３．重複薬剤の状況

47

送付前の重複該当者数上位２０の医薬品（H30・R1）

48

高齢者の医薬品適正使用の指針（総論編） 種類 医薬品名

別表１ 催眠鎮静薬 BZD系催眠薬 ブロチゾラム、トリアゾラム

非BZD系睡眠薬 ゾルピデム

抗不安薬 BZD系 エチゾラム

高血圧治療薬 Ca拮抗薬 アムロジピン

Β遮断薬 ビソプロロール

脂質異常症治療薬 スタチン ロスバスタチン

消化性潰瘍治療薬 PPI阻害薬 エソメプラゾール、ランソプラゾール

H2受容体拮抗薬 ファモチジン

消炎鎮痛薬 NSAIDs セレコキシブ、ロキソプロフェン

非NSAIDs アセトアミノフェン

緩下薬 酸化マグネシウム

別表２ 骨粗鬆治療薬 活性型VD3製剤 エルデカルシトール

利尿薬 ループ利尿薬 フロセミド

その他 レバミピド、アスピリン、プレガバリン、メコバラミン、芍薬甘草湯、フェブキソスタット、リマプロ
スト、センノシド

※ H30のみ：黒字、R1のみ：青色、H30・R1共通：赤字



重複該当者数上位２０に占める高齢者に処方時に
注意を要する薬剤（別表１及び別表２）の変化

49

送付前 送付後 送付１年後

Ｈ３０ 別表１ １４
別表２ １
（全体２０）

別表１ １１
別表２ １
（全体２１）

別表１ １３
別表２ ２
（全体２６）

Ｒ１ 別表１ １２
別表２ ２
（全体２１）

別表１ １４
別表２ ２
（全体２４）

※上位２０は、重複該当者数が同一の薬が複数あるため全体数が異なる。

重複該当者数上位１０医薬品（Ｈ３０）

50

398

356

326 324 319
302

286 278 274 271

222
248

112

179

91

49 59

28

71
52

164 175

95

145

68

28 37 33 33 33

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

送付前 送付後 送付１年後

重複該当者数上位１０医薬品（Ｒ１）

51※アスピリンは、送付後は、重複該当者数上位圏外（２１位以下、８名以下）

285

256 254 253 250 244

216 210 209
198

35 36

12 16 19 26
10

86
70

0

50

100

150

200

250

300

送付前 送付後

考察①

• H３０年度、R1年度の重複該当者数上位２０の医
薬品に大きな相違は認められなかった。

•高齢者に慎重に投与すべき薬が、上位２０品目の
半数以上を占めている。送付前後で半数以上を占
めることに変わりはなかった。

• その他の特に慎重な投与を要する薬のエルデカ
ルシトールやフロセミドが上位に入っている。

•送付前に上位に入っていた高齢者に慎重に投与
すべき薬は、送付後に減少していた。ブロチゾラ
ム、エチゾラム、ゾルピデムの減少率が低かった。

52



重複した薬効分類の種類及び重複該当者数の変化（Ｈ３０）

53

905

709 703

595
546 537

438 427
370 359

247
191

398

96
72 86

293

55

203

74

165
140

259

46 48 51

221

39

160

45

0

200

400

600

800

1000

送付前 送付後 送付１年後

-73.1％

-33.1％

-43.4％

-86.8％

-45.1％ -79.4％

-87.1％

-83.9％

-84.0％

減少率％（送付後）

-72.7％

重複した薬効分類の種類及び重複該当者数の変化（Ｒ１）
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760

521
497

468 467

387 369
326

289
268

72
21 30

55
31

158

16 13 35

104

0

100

200

300

400

500

600

700

800

送付前 送付後-90.5％

-94.0％
-88.2％

-61.2％

-96.0％

-93.4％

-87.9％-96.0％

-95.7％

減少率％

-59.2％

考察②

• Ｈ３０年度、Ｒ１年度ともに、薬効分類別では、重複
処方されたのは、「消化性潰瘍用剤」が最も多かっ
た。

• 「消化性潰瘍用剤」は、疾患横断的に使用されて
いることから、上位になっていると考えられる。

• 「BZD系」や「その他の催眠鎮静剤・抗不安剤」の
減少率が低かった。

55

処方医療機関数別の重複該当者数の変化（Ｈ３０）

56

高齢者の医薬品適正使用の指針 別表１

※ ５医療機関以上は該当なし

高齢者の医薬品適正使用の指針 別表２

一般名
重複該当
者数

一般名
重複該当
者数

一般名
重複該当
者数

ブロチゾラム 372 ゾルピデム酒石酸塩 234 ゾルピデム酒石酸塩 163

ゾルピデム酒石酸塩 336 ブロチゾラム 215 ブロチゾラム 154
レバミピド 320 エチゾラム 169 エチゾラム 137
酸化マグネシウム 315 ロキソプロフェンナトリウム水和物 108 レバミピド 95
エチゾラム 310 レバミピド 107 ロキソプロフェンナトリウム水和物 85
プレガバリン 296 トリアゾラム 94 センノシド 76
アムロジピンベシル酸塩 283 酸化マグネシウム 91 酸化マグネシウム 66
セレコキシブ 277 センノシド 73 トリアゾラム 48
エルデカルシトール 271 メコバラミン 71 アセトアミノフェン 40
メコバラミン 271 アムロジピンベシル酸塩 59 アムロジピンベシル酸塩 37
ロキソプロフェンナトリウム水和物 233

ブロチゾラム 26 ゾルピデム酒石酸塩 14 ゾルピデム酒石酸塩 11

ゾルピデム酒石酸塩 20 エチゾラム 10 ブロチゾラム 10
エチゾラム 14 ブロチゾラム 7 エチゾラム 8
ロキソプロフェンナトリウム水和物 9 レバミピド 5 エナラプリルマレイン酸塩 4
L-カルボシステイン 7 エスゾピクロン 5 フルニトラゼパム 4
SG配合顆粒 6 アセトアミノフェン 4 ロキソプロフェンナトリウム水和物 3
レバミピド 6 ゾピクロン 4 テプレノン 3
プレガバリン 6 フルニトラゼパム 4 クロチアゼパム 3
フルニトラゼパム 4 ニフェジピン 3 アズレンスルホン酸ナトリウム水和物・L-グルタミン 3
酸化マグネシウム 4 クロチアゼパム 3 アセトアミノフェン 2
アセトアミノフェン 4 SG配合顆粒 2 センノシド 2
エナラプリルマレイン酸塩 4 トラネキサム酸 2 トコフェロールニコチン酸エステル 2
フェキソフェナジン塩酸塩 4 トリアゾラム 2 ベタヒスチンメシル酸塩 2
トリアゾラム 4 プレガバリン 2 酸化マグネシウム 2

ベポタスチンベシル酸塩 2
ロキソプロフェンナトリウム水和物 2
芍薬甘草湯 2

送付前 送付後

２
医
療
機
関

３
～
４
医
療
機
関

送付1年後



処方医療機関数別の重複該当者数の変化（Ｒ１）

57

一般名
重複該当者

数 一般名
重複該当者

数

酸化マグネシウム 283 ゾルピデム酒石酸塩 77

エルデカルシトール 254 ブロチゾラム 64
アムロジピンベシル酸塩 252 エチゾラム 53
アスピリン 250 トリアゾラム 44
レバミピド 250 レバミピド 36
プレガバリン 238 酸化マグネシウム 35
メコバラミン 210 ロキソプロフェンナトリウム水和物 30
セレコキシブ 207 メコバラミン 25
ブロチゾラム 192 フロセミド 24
ゾルピデム酒石酸塩 189 アセトアミノフェン 24
フロセミド 177 フルニトラゼパム 21

ゾルピデム酒石酸塩 16 ブロチゾラム 6

ロキソプロフェンナトリウム水和物 14 ロキソプロフェンナトリウム水和物 6
トリアゾラム 9 ゾルピデム酒石酸塩 5
L-カルボシステイン 6 フルニトラゼパム 4
アセトアミノフェン 6 トリアゾラム 4
レバミピド 6 メトカルバモール 3
ブロチゾラム 6 乳糖水和物 3
プレガバリン 6 クロルジアゼポキシド 3
メコバラミン 6 カフェイン 3
エチゾラム 5 エチゾラム 2

ゾピクロン 2
L-カルボシステイン 2
ベタヒスチンメシル酸塩 2
バルプロ酸ナトリウム 2

ゾルピデム酒石酸塩 4 ゾルピデム酒石酸塩 4

エチゾラム 1 エチゾラム 2
クロルジアゼポキシド 1 カフェイン 1
乳糖水和物 1 クロルジアゼポキシド 1
メトカルバモール 1 ロキソプロフェンナトリウム水和物 1
ロキソプロフェンナトリウム水和物 1 乳糖水和物 1

メトカルバモール 1

送付前

２
医
療
機
関

５
医
療
機
関
以
上

３
～

４
医
療
機
関

送付後

高齢者の医薬品適正使用の指針 別表１ 高齢者の医薬品適正使用の指針 別表２

考察③

•複数医療機関から重複処方された薬の上位は、
別表１の薬が多かった（約６割）。

•処方箋発行元医療機関数が２機関、３～４機関で
重複処方されている場合、催眠鎮静・抗不安薬、
降圧薬、消炎鎮痛薬、緩下薬が多く重複処方され
ていた。

•送付後に重複該当者数は減少していたが、慎重
投与薬が占める割合に減少は見られなかった。

• ５機関以上重複処方されている場合、催眠鎮静・
抗不安薬が処方されており、送付後の減少は見ら
れなかった。

58

（参考）
お薬手帳ホルダー送付時のアンケート

59

質問 R1年度
(n=1841)

R2年度
(n=1241)

Q.送られてきたお薬手帳ホルダーを利用しますか

A.利用する 79.5％ 81.3％

Q.今後、病院や薬局にお薬手帳をどのようにして持って行くか。

A1.２冊以上あるお薬手帳をま
とめて持って行く 121名

6.6

％
7.4％

109名
8.8

％
9.5％

A2.今まで

どおりの
方法で
持って行く

①複数あるもの
を全て持って行く

14名
0.8

％
9名

0.7

％

②同じ１冊を持っ
て行く 1317名 71.5％ 883名

71.2

％

A1+A2（同じ１冊を持って行く

又は２冊以上をまとめる、複
数を全て持って行く）

78.9％ 80.7％


